







Oscillators with posistors， which has complementary characters' to thermistors， and 
equivalent circuits of posistors a re observed. 







先にサ ー ミ ス タ 発振器の諸特性の実験結果 と 理論的
考察を述べたが， (1 ) (2 ) 此 の場合は何れ も正弦波的振動
を なす場合即 ちサ戸 ミ ス タ に 並 列 に 容量を有する 場合
を取扱 っ てい る 。 此 の並 列容量の ない場合に は矩形波
を 発生す る が， 止と の時の 発振機構を取 り 扱い ， 叉此の
サ戸 ミ ス タ と 相補的な ポジ ス タ を用い る と 全 く 同 じ よ
う な 発振器を作 り う る こ と を述べ る 。
1. 緒
温 度 f/ト/2. ポジスタ発援器の動作
サ { ミ ス タ 発振器の回路 を 図- 1 に示す。 各部の電
圧波形を示す と 図- 2 の よ う に な る 。
a . 時�Uto-h の場合。 Vg2k 2 をcut of に穂整 し ， ス
イ ッ チが入 る と サ ー ミ ス タ にVt = 50 V の電圧 がか
か る 。 サ ー ミ ス タ は熱せ られ て Vt は減少 しVg2k2
は除々 に 回復 し ， - 8 Vで急に上昇す る 。
b. 時刻tl.-t2 の場合 。 サ ー ミ ス タ は冷却 されVt は増
加 し ， Vg 2k 2 はOに 近づ き ， グ リッド電 位 は 減 少
す る 。 即 ちVg 2k2 がi段目 で増幅 され ， Vg2k2 は更
に しゃ断点以下に追 い下げ られ る 。 此の時VP2k2 ，
Vt は急に立ち上 る 。 此 の時 のサ ー ミ ス タ の温度は
ToO か らTl.O ま で変化 す る も ので ， T o に対応 す る
抵抗値は ， bottomin g電圧 お よ び， サ} ミ ス タ に 並
列 の可変抵抗に よ っ て変化す る こ と が可能で あ る。
発振周期 と し ては，
rTl. dT 
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と し て求 め る こ と が 出来 る 。 式 中 の日はサ} ミ ス タ 熱
容量. K はサー ミ ス タ 熱放散定数. Ro は周囲温度 To
の と き のサー ミ ス タ 抵抗値. B はサ ー ミ ス タ 定数. v 
はサ 戸 ミ ス タ へかか る 電圧で あ り 現在はV p2k2 の矩形
波が帰還抵抗を通 じ てサ ー ミ ス タ へ加え られる と 考え
てみ る と よい。 サ { ミ ス タ 並列抵抗を変え てサ { ミ ス
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サーミスタ電流(mA)
図-3 の よ う にサ F ミ ス タ 電庄 ， 電流軌跡が変化 し
負性抵抗が小 さ く なる範囲で、はJレ ー プが小 さ く な る こ
と がわか る 。 サーミ ス タ は熱慣性 よ り 電気的に イ ン ダ
図-4 ポ ジ ス タ 発 振器
ク タ ン ス と等価に考え ら れるが， 此 れ と 類似の考えか
ら， ポジ ス タ は電気的に キ ャ ノミ シ テ ィー と 考え う る の
で図- 1 . 図-2 . 図-3 に 対 し て全 く 同 様 に ， 図-
4， 図- 5 . 図-6 のよ う にな る 。
図-5 ポ ジ ス タ 発振器の各部電圧波形
電圧-寸 r-おV VJ!，k， �でー
ε スタ制 k;ぷ
Vl'lk，�J::; 
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・ポジスタ電流(mA)
此 のサ ー ミ ス タ ， ポ ジ ス タ の 特性か ら ， サ 戸 ミ ス タ
の代 り に イ ンダ ク タ ン ス を用い， ポ ジス タ の代 り に キ
ャ ノミ γ テ イ { を用いて も 発 振器を作 る こ と が 出 来 る 。
図-7 イ ン ダ ク タ ン ス を用いた時













図- 8 キ ャ バシ テ ィ ー を用いた時
/寸 ..，.，-30\7 V山、レJ三一 40 
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此の時の周波数は矩形波を帰還抵抗を通 じ て， 第 1
段増幅器の格子回路へ印 加 した電圧による過渡現象 と
し て 図ー 7 ， 図-8 の各波形か ら求め る こ と が 出 来
る 。
3. サーミスタ及びポジスタの等価回路
上に述べた実験結果 よ り 我々 はサ ー ミ ス タ 及びポ ジ




こ こ で Rは発援時におけ る 動作中心 点 の 抵 抗 と す
る 。 叉Rl はニれ ら熱慣性半導体素 子の負抵抗部分を
表わ し ， H l は等価 イ ン ダ ク タ ン ス 〉又 は等価 キ ャ バ
シ タ ン ス を表わすもの と す る 。
今， こ れ ら の物体の 中で 単位時間に消費 さ れる 熱量
をL1Q と す る と
L1Q = Hd(主二主位+K(T-To) =L1 (VI) ・ . . . ・H・-①dt 
単位時聞に変化す る 温度を L1T=T-To と す る と 消
費電力 の変化分は次の よ う に表わ さ れる 。
L1(VI) = I . L1V +V・L1 1… . . . ・H ・ . .…… . . . ・ H ・ . .……②
L1 V=L1 (IR) = 1 ・ L1 R + R . L1 1… . . .・H ・ . . . . ・H ・ .，… ・ ・③
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又 こ の物体 の 抵抗はR = RoeB (+一志) と あらわ さ
(1 1、れる か ら ， log R= B ( ーで}十logRo\T To) 
こ の両辺をTで 微分す る
dlog R_ - B 
dT T2 
叉， Rは時間 の� 数で も あ る か ら
d f dR - B - =J dT-dt R J T2 
t= 1 と し て
グ旦= 一_B-L1TR T2 
d R=- E ・R .L1T. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .0
但 し ， サ ー ミ ス タ の場合は B は正 ， ポ ジ ス タ の場合
は B は負
こ の素子に加わ る 電力が あ る 周 期 を も っ て変化する
も の(L1 P) で あ る な らば ， 温度の 変化分L1T と の 聞には
次の関係式がな り たつ 。
L1 P "'" ① よ り L1T=一一一一… ・ ・ @ K +jw H �
故に こ の等価回路の イ ン ピ}〆 ン ス Zは
L1 V �， I .L1 R _ T>' I .VL1 R  ② よ りz= 一一= R+ 一一←= R + 一一一L1 1 �. ， L1 1 -- ， L1 1 V 




KoLl T .L1 R  = R+ 12R ・L1 R
= R+ 
L1 T(K+i即日〉 一一R
KL1 T ・L1 R
KL1T ・L1 RL1 T(K +jwH)一一R一一
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KBR(T-To) 
=R+ __ �Z 
BK(T-To} K+i叩H+ ��-T2 一
=R+寸一一Lー→H・H・...・H・-・③
ヲ←+iwHl.L\.l. 
但し. R1=一一望立去�)て， ..... .L T2でトß(T-To)
， Ht=一二互主三一�............(7)品 KBR(T-To) � 
こ こ で
サ ー ミ ス タ の場合(B は正〉
Rl<O・H・H・..負抵抗
Hl<O・H・H・..誘導性
ポジ スタの 場合( B は負 )





①を 変形 し て
Z=R+ . . �l __ � R +�!=一一}1+ iwH1Rl --'1+W2H12R12 
-; 叩H1Rl
J 1 +却2H]2R]2




の よ う に な る 。 従 っ てポ ジ ス タ は， 負 抵抗 ， キャパy
ティ ー を示す等価 回路で表示出来 る 。
4. 結 言
ポジスタ もサ ー ミ スF と 全 く 同様発振 器を作る こ と
が出来 る 。 用途其 の他について更に研究 したい と 考え
る 。
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